
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

「願

成

就

文
」
考

一
　
願
文

と
願

成

就
文

こ
こ
で
い
う

「願
成
就
文
」
と

は
、
浄
土
三
部
経

の

一
つ
で
あ

る

『
仏
説
無
量
寿
経
』
巻
上
に
説
か
れ
る
四
十
八
願
文
に
対

し

て
、
同
経

の
下
巻
を
中
心
に
そ
れ
ら
四
十
八
の
本
願
の

一
つ
一
つ
が
、
法
蔵
菩
薩

の
修
行

に
よ

っ
て
完
成
、
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
文
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
今
日
で
は

一
般
に
常
識
化

さ

れ
、
『無
量
寿
経
』
諸
本

の
対
照
研
究
等
で
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
今
こ
の

「願
成
就
文
」
に
対
す
る
解
説
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い

る
。
恵
谷
隆
戒
編

『浄
土
宗
辞
典
』
で
は
、

願
成
就
文
、
第
十
八
願
の
成
就
せ
る
こ
と
を
説
い
た
文
。
す
な
わ
ち
大
経
下

に

「
諸
有
る
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
し
て
乃
至

一
念
至
心

に
廻
向
し
て
、
彼
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
て
不

退
転
に
住
す
。
唯
だ
五
逆
と
正
法
を
誹
諺
す
る
と
を
除
く
」
と
い
う
文
を
指

す
。
こ
の
文
は
法
蔵
因
位
の
誓
願
た
る
念
仏
往
生
の
願
が
説
か
れ
た
も
の
と

金

子

寛

哉

解
せ
ら
れ
る
。
(
1
)

と
さ
れ
、
第
十
八
願
と
そ
の
成
就
文
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又

『仏
教
大
辞
彙
』
で
は
第
十

一
願
、
第
十
七
願

の
願
文
と

そ

の
成
就
文

を
対
照
し
て
述
べ
て
い
る
。
(
2
)

こ
の
よ
う
な
考
ええ
方
を
中
心
に
、
四
十
八

願
の
全
て
に
相
当
す
る
願
成
就
文
を
対
配
し
て
示
し
た
の
は
、
南
条
文

雄
博
士
の
著

『
支
那
五
訳
対
照
梵
文
和
訳
仏
説
無
量
寿
経
』
中
の

「仏

説
無
量
寿
経
、
仏
説
阿
弥
陀
経
梵
文
和
訳
序
」
(
3
)

の
説
で
あ
る
。

氏
の
序
文
中
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
願
文

と
成
就
文
と
の
対
配
は

義
祖
、
孝
徳
母
院
良
雄
贈
嗣
講
手
写

『本
願
成
就
対
』

に
よ
る
と
さ
れ
、
更
に
こ
の
良
雄
師
に
よ

っ
て
手
写
さ
れ
た

『本
願
成

就
対
』
の
奥
書

に
は
、

-

右
写
本

一
巻
、
堅
田
山
慈
敬
寺
宝
庫
中
得

之
、
御
執
筆
末

知

何
人

恐

存
覚
尊
老
御
筆
跡
歟

と
記
さ
れ
せ
い
た
旨
招
介
さ
れ
せ
い
る
。
こ
の
奥
書

中

に
見

ら

れ
る

「
慈
敬
寺
」
及
び

「存
覚
尊
老
」
等
に
つ
い
せ

は
、
筆
者
は
未
だ
確
認

し
せ
い
な
い
が
、
か
な
り
早

い
時
期
の
人
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
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推

測

さ

れ

る

。

南

条

博

士

の
対

配

の
底

本

が

梵

文

和

訳

の
経

文

を

中

心
と

し
、

そ

れ

を

更

に
魏

の
康

僧

鎧

訳

に
置

き

換

ええ
て
表

記

し

て

い
る

の
で

、

多

少

不

分

明

な

所

も

あ

る

が

、

と

も

角

、

魏

訳

の

『
無

量

寿

経

』

の
四

十

八

願

を

中

心

に
見

る

と
、

四

十

八

願

全

て

の
願

成

就

文

が

対

配

さ

れ

て

い
る

こ

と

に
な

る

。

一
方

、
浄

土

宗
第

三

祖

良

忠

門

下

の
了

慧

の
著

『
無

量
寿

経
抄

』

に

お

い
せ

も
、

経

文

に

注

釈

を

施

し

な

が

ら

、

一
々
願

成

就

文

を

指
摘

し

せ

い
る

。
今

そ

れ

を

略

示

す

る

と

次

の

よ
う

に
な

る

。

(
ィ
)

願

成
就

文
の
あ

る
願

1
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
、
8
、
9
、
10
、
11
、
12
、
13
、

14
、
15
(
2
)
、

17
(
2
)
、

18
、

19
、

21
(
2
)
、
23
、
24
、
25
(2
)
、
27
、

28
、

29
、

30
、

32
(
2
)
、

33
、

39
、

41
、

46

(
ロ
)

願

成
就
文

の
な

い
願

2
、
16
、
20
、
22
、
26
、
31
、
34
、
35
、
36
、
37
、
3
8
、
4
0
、
4
2
、
4
3
、

,

4
4
、
4
5

、
4
7

、
4
8

こ
れ

に
よ
る
と
、
了
慧
は
四
十
八
願
中
三
十
願

(
(
ィ
)

)
に
つ
い
て
願

成
就
文
を
示
し
た
こ
と
に
な
り
、
残
り
の
十
八
願

(
(口
))
に
つ
い
て
は

指
示
さ
れ
て
い
な
い
。

更
に
、
近
年
の
研
究
書
と
し
て
香
川
孝
雄
教
授
の

『
無
量
寿
経
諸
本

対
照
研
究
』
に
お
い
て
も
願
成
就
文
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
『同
書
』

中
に
掲
載
す
る

「諸
本
構
文
対
照
表
」
(
5
)

に
お
い
て
願
成
就
文
の
あ
る
願

「
願
成
就
文
」
考

(金

子
)

と
し
せ
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
魏
訳
の

『
無
量
寿
経
』
を
中
心
に
見

た
場

合

、

二
十

九

願

の

み

で
あ

る

。
(
6
)

以

上

述

べ

て
来

た

よ
う

に
、

願

文

と

、

そ

れ

に
対

応

す

る

成

就

文
が

あ

る

と
す

る
見

方

に
対

し

て
、

少

し

異

な

っ
た

視

点

か

ら

批

判

し

て

い

る
説

も

見

ら

れ

る

。

藤

田
宏

達

博

士

の

『
原

始

浄

土

思

想

の
研

究

』

に

よ

る

と

、

『
大

阿

弥

陀
経

』

と

『
平

等

覚

経

』

の
本

願

説

を

比

較

検

討

さ

れ

、

～

『
平
等
覚
経
』

は
言

々
句

々
に
お

い
て

『
大
阿
弥
陀
経
』

の
文
を
踏
襲
し

た
こ
と
が
明
白

で
あ

る
が
、
た
だ
本
願
文

の
部
分

は
相
当
異
な

っ
て

い
る
。

そ
の
主

な
相
違
点

は
、

『
平
等
覚
経
』
は

『
大
阿
弥
陀
経
』

の
第
二
、

三
、

六
、
十

二
、
十

八
、

二
十
三
願

の
六

つ
の
願
を
欠
く
代
わ
り

に
、
新
し
く
住

般

泥
恒
、
莫
有

悪
心
、

一
生
等

の
三

つ
の
願
を
加
え
、

さ
ら

に

『
大
阿
弥
陀

経

』
の
第
十

五
願

を
二

つ
の
願

に
、

ま
た
第
十

七
願
を
三

つ
の
願

に
別
立

し

て
、
全

体
と
し
て

の
統

一
を
と

っ
た
点

に

あ

る
。
だ

か
ら
、
『
平
等
覚
経
』

が

『大

阿
弥
陀

経
』
の
願
文
を
修
正
整
備

し
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ

る
。
も

っ
と
も
、
『
平
等
覚
経
』
が
削

除

し

た

『
大
阿

弥
陀
経

』
の
六

つ
の
願

は
、

『
大
阿
弥
陀

経
』
で
は

い
ず

れ
も

そ

の
成
就

文

が

あ

り
、
(
1
3
)

そ
れ
は

『
平
等
覚

経
』
に
も
そ
の
ま
ま
受

け

つ
が

れ
て

い
る
。
(
1
4
)

他
方

『
平
等

覚
経

』
が
新

た
に

加

え
た
三

つ
の
願

の
成
就
文

は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』

は
も

と

よ

り

『
平
等
覚

経
』
に
も
存
在

し
な

い
。
し
た
が

っ
て
願
文

を
そ

の
成
就

文
と

の
関
係
に
お

い
て
見
れ
ば
、
『
大
阿
弥
陀

経
』

の
ほ
う
が
経
全
体
と

し

て

調
和
し

て
い
る

の
に
対
し

て
、

『
平
等
覚
経
』

の
ほ
う
が
、

か
え

っ
て
願
文
と
成
就
文
と

の

不
整
合
が

め
だ

っ
て
き

て
い
る
。

こ
れ

は

『
平
等
覚
経
』

の
修
正

.
整
備
が
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「
願
成
就
文
」
考

(
金

子
)

単

に
願
文
に

つ
い
て

の
み
行
な
わ
れ
た
事
実
を
示
す
と
も
に
、
本
願
文
と
し

て
は
、
『
大
阿
弥
陀

経
』

の
ほ
う
が
古

形
を
保

っ
て

い

る
事
実

を
あ

ら
わ
し

て

い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
(
7
)

と

述

べ

ら

れ

て

い
る

。

い
さ

さ

か

引

用
が

長

文

に
な

っ
た
き

ら

い
は
あ

る
が

、

両

経

の
比

較
検

討

の
論

旨

の
運

び

と

、

そ

の
論

旨

の
運

び

の
基

本

に

な

っ
て

い
る

の
が

、

願

文

と

成

就

文

の
相

互

関

係

に
置

か

れ

て

い

る

と

い
う

事

を

正

確

に
把

握

し

て

い
た

だ

き

た

い
為

で
あ

る

。

更

に

『
同

書
』

で

は

国

土

に
関

す

る

願

に

つ
い

せ
論

じ
、

こ

の
願
に
当
る
も

の
は
、
わ
ず
か

に
国
土
七
宝
、
資
具
自
然

の

一
願
を
数
え

る

の
み
で
あ
る
。
し
か
も

、

こ
の
願

は

『
大
阿
弥
陀
経
』

の
み
に
説
か
れ
る

も

の
で
、
『
平
等
覚
経
』
に

は
説
か
れ
ず
、
ま
た
四
十
八
願
系

に

も

説
か
れ

て

い
な

い
。
慧

遠
が

「
摂
浄
土
願
」

に
あ
げ

て
い
る
の
は

『
無
量
寿
経
』

の

第

三
十

一
願

(
国
土
清
浄
願
)
と

第

三

十

二

願

(
国
土
厳
飾
願
)

で

あ

っ
.

て
、

そ
れ
と
も
直

接

の
連
絡
を
持
た
な

い
も

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
せ
、
本

願
文

に
お

い
て
は
、

国
土

に
関
す
る
願
は
、

は
じ

め
か
ら

一
定
し
た
も

の
で

は
な

か

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
と

こ

ろ

が
、

(無
量
寿
経
)

の
諸
本

に
お

い
て
は
、
本
願

文
が
終

わ

っ
た
後

の
部
分

に
お

い
て
は
、
国
土
す
な
わ
ち
極

楽
浄
土

の
器
世

間
に
関
す
る
描
写
が
詳
し
く
説

か
れ

て
い
る
。
後

の
宗
義
学

的
解
釈

に
よ
る
と
、
そ

の
描

写
は
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
本
願
文
と
対
応
関
係

に

あ
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
が
、

し
か
し
、
事
実

は
そ

の
よ
う

に
完
全

に
対
応

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
(
8
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
無
量
寿
経
諸
本
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
氏
の

所
説
は
妥
当
な
見
解
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

今
の
氏
の
所
説
中
に
見
ら
れ
る
、
「後

の
宗
義
学
的
解
釈
に
よ

る
と
」

無
量
寿
経
に
説
か
れ
せ
い
る
器
世
間
に
関
す
る

「描
写
の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
本
願
文
と
対
応
関
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、

事
実
は
そ
の
よ
う
に
完
全
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
確
か
に
四
十
八
願
に
全
て
成
就
文
が
あ
る
と
す

る
見
方
は
、
現
代

の
諸
本
比
較
に
よ
る
思
想
的
な
展
開
過
程
を
見
て
行

こ
う
と
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
多
少
無
理
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
願
文
と
成
就
文
の
全
て
に
わ
た
る
対
配
の
仕
方
が
妥
当

で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
せ
、
今
ま
で
見
せ
来
た
藤

田
説

に
於

せ

も
、

一
連
の

『無
量
寿
経
』
諸
本
に
お
け
る
所
説

の
中
に
、
願
文
に
対

応
す
る
願
成
就
文
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を
前

提
に
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に
同

一
経
典
中
に
願
文
と
成
就
文
が
存
在
す
る

こ
と
に
着
眼
さ
れ
た
の
は

一
体
何
時
頃
の
誰
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二

願

成
就

へ
の
注

目

(
1
)

曇
鸞
、
道
綽
、
善
導

の
本
願
と
そ
の
成
就

阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
を
本
願
成
就
の
世
界
と
す
る
見
方
は
、
早
く

中
国
の
曇
鸞
の
所
説
中
に
見
得
る
。
即
ち
彼
の
著

『
往
生
論
註
』
巻
上

に
よ
る
と
、

此

己
下
是
第
四
観
察
門
、
此
門
中
分
為

二
別

一
者
観
察
器
世
間
荘
厳

成
就
、
二
者
観
察
衆
生
世
間
荘
厳
成
就
(
9
)
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と
述
べ
、
こ
の
中

一
の
器
世
間
荘
厳
を
更
に

「荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」、

「荘
厳
量
功
徳
成
就
」
等

の
十
七
種
の
荘
厳
功
徳
が
成
就
さ

れ

た
世
界

と
し
て
観
察
の
対
境
と
し
て
い
る
。

こ
の
十
七
種
中
の
第
三
荘
厳
性
功
徳
成
就
の
所
で
は
次
の
よ
う
に
解

説
さ
れ
て
い
る
。

亦
言

性
者
是
聖
種
性
。
序
法
蔵
菩
薩
於

世
自
在
王
仏

悟

無
生
法
忍

爾
時
位
名

聖
種
性

於

是
性
中

発

四
十
八
大
願

修

起

此
土

即
日

安
楽
浄
土
。
（
1
0
）

と
述
べ
、
極
楽
浄
土
が
法
蔵
菩
薩
の
本
願
成
就
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

更
に

『同
書
』
下
巻

「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
で
は
、

不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
者
、
蓋
是
阿
弥
陀
如
来
本
願
力

也
～
中
略
～
所

言

不
虚
作
住
持
者
。
依

本
法
蔵
菩
薩

四
十

八
願
、
今

日
阿

弥
陀
如
来
自
在
神

力

願
以
成

力
。
力
以
就

願
。
願
不

徒
然

力

不

虚
設

力
願
相
符

畢
竟

不

差

故
日

成
就

と
述
べ
、
(
1
1
)

更
に

「仏
荘
厳
功
徳
成
就
」
八

種
と
、

「菩
薩
荘
厳
功
徳
成

就
」
及
び
前
述
し
た
器
世
間
荘
厳
の
所
謂
る
三
種
二
十
九
句
荘
厳
成
就

の
ま
と

め
の
所
で
、

又
向

説
二観
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
荘
厳
仏
功
徳
成
就
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就

此
三
種
成
就
願
心

荘
厳

応

知
。

応
知

者
応

知
下
此
三
種
荘
厳
成

就
由

本

四
十
八
願
等
清
浄
願
心
之
所

荘
厳

因
浄

故
果
浄

非

無

因
他
因
有

也
(
1
2
)

「
願
成
就
文
」
考

(
金

子
)

等
と
言
い
、
極
楽
浄
土
の
三
種
の
荘
厳
相
は
全
て
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八

願
成
就
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
道
綽
の

『
安
楽
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
見
ら
れ
る
。

然

彼
浄
土
乃
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
(
1
3
)

と
い
い
、
こ
の
他
に
も

一
二
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
皆
曇
鸞
の
説
を

承
け
た
も
の
で
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
本
願

の
成
就
に
よ
っ
て
荘
厳
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ

る
。

同
じ
く
善
導
の

『
観
経
疏
』
玄
義
分
に
も

無
量
寿
経

云
、
法
蔵

比
丘
在

世
饒
王
仏
所

行

菩
薩
道

一
一願

言
、

若
我
得

仏
十
方
衆
生
称

我
名
号

願

生

我
国

下
至

十
念

若
不

生

者
不

取
正

覚

今
既
成
仏
、

即
是
酬
因
之
身

と
い
い
、
同
著

『往
生
礼
讃
』
に
は

観

彼
弥
陀
極
楽
界

広
大
寛
平

衆
宝

成
四
十
八
願

荘
厳
起
、
超

諸

仏
刹

最
為

精
(
1
5
)

等
の
文
が
見
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
依
正
二
報
が
皆
本
願

の
成
就
に
よ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
道
綽
、
善
導

の
説
は
皆
曇

鸞

の
説
の
継
承
と
見
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
浄

土
の
依
正
二
報
が
本
願
の

成
就
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

『
無
量
寿
経
』
の

一
一
の
本
願
に
対
応
す

る

願
成
就
文
が
同

一
『
無
量

寿
経
』
内
に
あ
る
と
す
る
説
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
願
成
就
文

が
あ
る
と
す
る
説
は
浄
影
寺
慧
遠
の

『無
量
寿
経
義
疏
』
及
び
嘉
祥
寺

吉
蔵
の

『無
量
寿
義
疏
』
に
も
勿
論
見

ら
れ

な

い
。
迦
才
の

『浄
土
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「願
成
就
文
」
考

(金

子
)

論
』

に
は
願
成
就
文
相
当
部
分
に
注
目
す
る
が
異
な

っ
た
意
味
で
の
引

用
で
あ
る
。

日
本

の
祖
師
の
著
作
中

で
も

良
源
の

『極
楽
浄
土
九
品
往
生
義
』
、

源
信
の

『往
生
要
集
』、
珍
海
の

『
決
定
往
生
集
』
『菩
提
心
集
』
等
に

は
筆
者

の
見
た
限
り
で
は
全
て

「願
成
就
文
」
と
い
う
用
語
は
見
ら
れ

な
か

っ
た
。
永
観
の

『
往
生
拾
因
』
に
は
願
成
就
の
意

は
見

ら
れ

る

が
、
願
成
就
文
の
指
摘
は
な
い
。

②
法
然
の
願
成
就
文

法
然

の

『
三
部
経
大
意
』
に
よ
る
と
、
第
十
八
願
第
十
九
願
の

「
願

成
就
文
」
が
指
摘

さ

れ
、

『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
第

一
、
第
二
十

一
の

願
成
就
文
を
示
し
た
あ
と
、

如

是

初
自

無

三
悪
趣
願

終

至

得

三
法
忍
願

一
一
誓
願
皆
以
成
就
、

と
し
、

し
か
る
の
ち
に
第
十
八
願
成
就
文
を
提
示
し
て
述
べ
て
い
る
。
(
1
6
)

『
選
択
集
』
で
は
こ
れ
を
更
に
整
ええ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

そ
れ

ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
他

の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
、
以
上

見
て
来

た
よ
う
に
、
『
無
量
寿
経
』
中

に
願

文
と
願
成
就
文
が
説
か
れ

せ
い
る

こ
と
を
初
め
せ
明
確
に
指
摘
し
た
の
は
法
然
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
し
も
こ
の
よ
う
な
見
方
が
妥
当
な
も
の

と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
藤
田
氏
の
無
量
寿
経
諸
本
の
比
較
研
究
も
法
然

の
説
を
も
と
に
遡
及
的

に
検
討
を
進
め
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

1
 

『浄
土
宗
辞
典
』

一
〇
八
頁
。

2
 

『仏
教
大
辞
彙
』
第

二
巻
九
五
四
頁
b
～

c
。

3
 
『
 支
那
五
訳
対
照
梵
文
和
訳
仏
説
無
量
寿
経
』
六
～
十
頁
参
照
。

4
 
 永
仁

二

(
一
二
九

四
)
年

作
。

テ

キ

ス

ト

は

『
浄
全
』
十
四
巻
所
収

『
無
量
寿
経
鈔
』

に
よ
る
。
尚
、
願
成
就
文

の
示
さ
れ

て
い
な

い

願
は
十

八
あ

る
が
、
筆
者

の
見
落

し
が
あ
る

か
も
し
れ
な

い
の
で
更
に
検
討

が
必

要

で
あ

る
。

5
 
 昭
和

五
九
年

二
月
十

日
、

永

田
文
昌
堂
刊
。

『
同
書
』
四
〇
～
四

一
頁

参

照
。

6
 
 他

に

『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』

で

は

「女
人
往

生

願
」
、
「
S
」

「
T
」

で
は

「華

雨
楽
雲
」

の
願
成
就
文
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。

7
 
 藤

田
宏
達
著

『
原
始
浄
土
思
想

の
研
究
』
三
一八
九
頁
参
照
。
尚
、
引
文

中

の
註

13
14
に
は

『
正
蔵
』

の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
相
当
文
が
指

示
さ
れ
て
い
る
。

8
 
 『同
書
』
四
〇
〇
頁
。
又
、
引
用
文
中

の
註

2

に

は

前
述
し
た
南
條

博

士

の
説
を
あ
げ
、
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
願
文

の

一
々
に

つ
い

て
、
そ

の

成
就

文
の
箇
処
を
指
摘

し
て
お
ら
れ

る
。

こ
れ

は
従
来

の
宗
義
学
的
解
釈

に
も

と
つ

い
た
無
理
な
結
び

つ
け

で
あ

っ
て
、
実
際

に
は
本
願
文

の
す
べ

て
に
わ
た
る
成
就
文

は
存
在
し
な

い
と
し

て
い
る
。

9
 
『
浄
全
』

一
、
二
二

二
頁
下
。

10

『
浄
全
』

一
、
二
二
三
頁
下
。

11

『
浄
全
』

一
、
二
四
七
頁
下
。

12

『
浄
全
』

一
、

二
五
〇
頁

上
。

13

『
浄
全
』

一
、
六
八
九
頁
。

14

『
浄
全
』

二
、

一
〇
頁

下
。

15

『
浄
全
』
四
、

三
七
〇
頁

下
。

16

『
昭
法
全
』

七
三
頁
。

17

『
昭
法
全
』

三
二
〇
～
三
三
一

頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

本
願
成
就
、
『
無
量
寿
経
』
、
法
然

(大
正
大
学
講
師
)
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